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条

例

制

定

等

○
議
案
第
１
号　

民8

草
津
町
公
共
下
水
道
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

公
営
企
業
会
計
へ
移
行
す
る

た
め
、
地
方
公
営
企
業
法
の
規

定
に
基
づ
き
事
業
の
設
置
、
経

営
の
基
本
等
を
定
め
た
条
例
を

制
定
し
、
併
せ
て
関
係
す
る
旧

条
例
を
廃
止
し
ま
す
。

○
議
案
第
２
号　

総8

草
津
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
３
年
法
律

第
63
号
）
が
令
和
５
年
４
月
１

日
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
町
職
員
の
定
年
を
段
階
的

に
65
歳
ま
で
引
き
上
げ
る
と
と

も
に
、
管
理
監
督
職
勤
務
上
限

年
齢
制
及
び
定
年
前
再
任
用

短
時
間
勤
務
制
を
導
入
す
る
た

め
、
所
要
の
条
例
を
改
正
し
ま

す
。

○
議
案
第
３
号　

総8

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の

制
定

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
３
年
法
律
第
63

号
）
が
令
和
５
年
４
月
１
日
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
草
津
町

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等

に
関
す
る
条
例
や
職
員
の
勤
務
時

間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
な
ど

の
関
係
条
例
の
整
備
を
行
う
た

め
、
こ
の
条
例
を
制
定
し
ま
す
。

○
議
案
第
４
号　

総8

草
津
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
改
正

　

人
事
院
は
令
和
4
年
８
月
、

一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与

及
び
特
別
給
に
つ
い
て
官
民
較

差
等
に
基
づ
く
本
年
度
の
給
与

水
準
改
定
を
実
施
す
る
よ
う
国

会
及
び
内
閣
に
対
し
て
勧
告
を

行
い
、
同
様
に
群
馬
県
に
お
い

て
も
10
月
に
県
の
人
事
委
員
会

が
人
事
院
勧
告
に
準
じ
た
形
で

勧
告
を
行
い
、
給
与
改
定
が
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
草
津
町
に
お
い
て
も
今
回

の
勧
告
に
準
じ
た
内
容
で
、
令

和
４
年
度
の
給
与
水
準
の
改
定

（
任
期
付
職
員
、
会
計
年
度
任

用
職
員
を
含
む
）
、
特
別
給
の

支
給
月
数
の
見
直
し
を
行
う
た

め
、
条
例
を
改
正
し
ま
す
。

○
議
案
第
５
号　

民8

草
津
町
福
祉
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

子
ど
も
の
福
祉
医
療
費
支
給

に
お
け
る
資
格
要
件
を
15
歳
か

ら
18
歳
に
拡
大
す
る
こ
と
に
伴

い
、
年
齢
を
改
正
し
ま
す
。

○
議
案
第
19
号

弁
護
士
に
対
す
る
懲
戒
請
求

一
、
対
象
の
岸
本
学
弁
護
士

は
、
短
文
投
稿
サ
イ
ト
「
Ｔ
ｗ

ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
」
に
お
い
て
、
草

津
町
を
誹
謗
中
傷
し
、
侮
辱
す

る
投
稿
を
し
た
。
誰
で
も
閲
覧

で
き
る
よ
う
公
開
さ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
草
津
町
の
社
会
的
評

価
を
著
し
く
低
下
さ
せ
た
。

二
、
投
稿
の
中
に
は
、
令
和
２

年
12
月
に
正
当
な
手
続
き
を
も

っ
て
行
わ
れ
た
草
津
町
議
会
議

員
解
職
投
票
に
対
し
て
「
こ
の

リ
コ
ー
ル
が
成
立
す
る
と
す
れ

ば
、
気
に
入
ら
な
い
女
性
議
員

を
排
除
し
た
け
れ
ば
彼
女
を
レ

イ
プ
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と

だ
。
こ
ん
な
リ
コ
ー
ル
が
あ
る

こ
と
自
体
、
権
限
と
権
利
の
濫

用
だ
。
」
な
ど
と
書
き
込
み
、

更
に
は
「
草
津
町
が
多
数
の
横

暴
か
ら
一
個
人
の
権
利
を
守
ら

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
全
体

の
多
数
決
で
、
草
津
町
を
原
発

廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
で
も

し
て
し
ま
え
ば
ど
う
か
。
」
な

ど
と
極
め
て
劣
悪
な
誹
謗
中
傷

を
し
、
草
津
町
の
名
誉
を
毀
損

し
た
。

三
、
こ
の
よ
う
な
行
為
に
対
し

て
草
津
町
は
不
服
を
申
し
立

て
、
調
査
及
び
審
査
（
弁
護
士

法
第
58
条
）
を
求
め
る
事
案
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
る
た
め
、
当

該
弁
護
士
の
懲
戒
の
請
求
を
第

一
東
京
弁
護
士
会
に
行
う
も
の

で
あ
る
。

○
議
案
第
14
・
15
号　

温8

温
泉
引
用
許
可

【
施
設
名
】
（
仮
称
）
ｕ
ｕ
ｓ

ｉ
サ
ウ
ナ
ー
ジ

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
11
ℓ
／
分

新　

薄
井
良
隆

【
施
設
名
】
草
津
温
泉
ふ
た
ば

や

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
10
ℓ
／
分

新　

（
株
）
二
葉

　
　

代
表
取
締
役　

水
野
美
徳

○
議
案
第
16
・
17
号　

温8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

【
施
設
名
】
（
仮
称
）
赤
ち
ゃ

ん
キ
ッ
ズ
大
歓
迎
の
宿
ゆ
た
か

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
11
ℓ
／
分

新　

（
有
）
豊
ス
ト
ア
ー

　
　

代
表
取
締
役　

市
川
晃
久

旧　

幾
島
加
久
子

【
施
設
名
】
（
仮
）
民
宿
ひ
ょ

う
た
ん

【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
10
ℓ
／
分

新　

（
株
）
吾
妻
水
質
管
理
セ

ン
タ
ー

旧　

青
木
ヨ
リ
子

〇
議
案
第
18
号　

温8

温
泉
引
用
許
可
事
項
の
変
更

︻
変
更
点
︼
従
業
員
寮
で
利
用
し

て
い
た
温
泉
を
旅
館
で
利
用
し
た

い
。

︻
申
請
者
︼
（
有
）
つ
つ
じ
亭

代
表
取
締
役　

宮
嵜
正
雄

12 月　　　　　定  例  会
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議案はそれぞれの担当委員会で
詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

総8 …    総務観光常任委員会
民 … 8   民教土木常任委員会

温8…   温泉温水対策特別委員会

報

告

〇
報
告
第
１
号　
　

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
会
社
に
か

か
る
決
算
報
告

吾
妻
広
域
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
組

合
、
西
吾
妻
衛
生
施
設
組
合
、

吾
妻
環
境
施
設
組
合
の
決
算
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

〇
報
告
第
２
号　
　

温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

【
施
設
名
】
不
二
旅
館

【
源
泉
名
】
湯
畑

【
給
湯
量
】
25
ℓ
／
分

新　

安
西
一
江

旧　

安
西
一
男

【
施
設
名
】
萬
中
屋
ペ
ン
シ
ョ

ン【
源
泉
名
】
万
代

【
給
湯
量
】
15
ℓ
／
分

新　

田
村
メ
イ
コ

旧　

田
村
正
明

12 月　　　　　定  例  会
補

正

予

算

令和4年度　12 月補正予算（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主　な　内　容　（　歳　出　） 総　額

議案第 6号
一般会計（第９次）　総・8 民8 

+ 1,581 万円

物価高騰にかかる光熱水費 + 246 万円

61 億 5,271 万円

千客万来事業会計への繰出金 + 1 億 725 万円
ふるさと納税事業費 + 3,436 万円
グラウンド土地購入費、仮登記権利の解除補償分 + 1,650 万円
戸籍システム改修委託料 + 443 万円
清掃総務費の光熱水費 + 600 万円
建設改良工事 + 1,000 万円
一般廃棄物収集・処分・リサイクル運搬処分委託費 + 1,980 万円
道路除雪事業に係る会計年度任用職員の各種手当 + 291 万円
草津国際音楽アカデミー&フェスティヴァル不足額 + 1,000 万円

議案第 7号
国民健康保険特別会計
（第 2次）　　　　　　　　民8 

▲ 86万円
国民健康保険事業納付金 ▲ 208 万円

9億 1,831 万円後期高齢者支援金 ▲ 135 万円
介護納付金 + 147 万円

議案第 8号
介護保険特別会計（第 2次）
　　　　　　　　　　　　民8 

+ 32 万円 会計年度任用職員報酬 + 20万円 5億 8,891 万円

議案第 9号
後期高齢者医療特別会計
（第 1次）　　　　　　　　民8 

+ 705 万円
諸支出金繰出金 + 33 万円

1 億 3,495 万円
予備費 + 672 万円

議案第 10号
公共下水道特別会計
（第 2次）　　　　　　　　民8 

+ 1 億 6,443 万円
人件費、処理場維持管理の修繕料及び動力費 + 1,374 万円

5億 3,220 万円
予備費 + 1 億 5,069 万円

議案第 11 号
前口簡易水道事業特別会計
（第 2次）　　　　　　　　民8 

+ 129 万円 簡易水道施設整備基金への積立 + 129 万円 567 万円

令和 4年度　12 月補正予算（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第 12号　温泉温水事業会計（第 4次）　温8 資本的 支出 + 1 億円 5億 3,453 万円

議案第 13号　千客万来事業会計（第 5次）　総8 資本的
収入 ▲ 2億 3,925 万円 2,775 万円
支出 ▲ 2億 4,316 万円 2億 838 万円

第三セクターとは？

地域開発などのため
に、地方公共団体（第
一セクター）と民間企
業（第二セクター）が
共同出資して設立する
事業体のこと。
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委員会審査・報告委員会審査・報告

民
教
土
木
常
任
委
員
会

【
議
案
第
２
号

草
津
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

【
議
案
第
６
号

　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
９
次
）】

【
議
案
第
13
号　

　

千
客
万
来
事
業
会
計

　
　
　

補
正
予
算（
第
5
次
）】

Ｑ　

段
階
的
に
定
年
が
65
歳
に

な
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
他

の
市
町
村
も
同
じ
な
の
か
。

A

上
級
法
に
基
づ
い
た
処

置
。
他
の
市
町
村
で
も
同
様
。

Ｑ　

定
年
退
職
者
の
再
任
用
に

よ
っ
て
、
新
規
採
用
を
減
ら
す
こ

と
は
あ
る
の
か
。

A

人
口
減
少
が
続
い
て
い
る

が
、
行
政
と
し
て
の
仕
事
の
量
は

変
わ
ら
な
い
の
で
、
新
規
採
用
は

減
ら
さ
な
い
。

Ｑ　

グ
ラ
ウ
ン
ド
管
理
運
営
事

業
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を
。

A

町
が
昭
和
60
年
代
か
ら
借

用
し
て
い
る
本
白
根
第
一
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
用
地
に
つ
い
て
、
持

主
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
。
こ
の
土

地
は
一
時
分
譲
地
と
し
て
売
り

出
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
40
数
名

分
の
仮
登
記
が
残
っ
て
い
る
。
今

回
、
町
が
用
地
を
購
入
す
る
こ
と

と
し
、
そ
の
際
、
仮
登
記
の
抹
消

が
必
要
と
な
る
た
め
、
そ
の
費
用

を
計
上
す
る
も
の
。

Ｑ　

公
園
管
理
運
営
事
業
で
、
筆

界
特
定
制
度
業
務
委
託
と
あ
る

が
詳
し
い
説
明
を
。

A

頌
徳
公
園
に
隣
接
す
る
民

有
地
と
の
境
界
を
確
定
す
る
た

め
。
相
手
が
応
じ
な
い
た
め
に
、

裁
判
所
の
確
定
が
な
い
と
町
が

対
応
す
る
事
が
出
来
な
い
状

況
。
裁
判
所
に
手
続
き
を
と
る
た

め
の
計
上
。

Ｑ　

草
津
温
泉
感
謝
券
を
500
万

円
増
額
し
て
い
る
が
、
草
津
よ
い

と
こ
元
気
基
金
繰
入
金
が
７
千

万
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
。

A

令
和
４
年
度
と
令
和
５
年

度
に
分
け
た
た
め
の
財
源
振
り

分
け
で
あ
る
。

Ｑ　

草
津
温
泉
感
謝
券
の
使
用

状
況
は
。

A

国
の
政
策
も
あ
り
伸
び
悩

み
が
生
じ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
る

金
額
と
、
寄
付
に
よ
る
金
額
は
比

例
し
て
い
な
い
。

Ｑ　

群
大
跡
地
駐
車
場
の
話
が

あ
っ
た
が
、
一
般
に
開
放
す
る
時

期
は
い
つ
頃
か
。

A

供
用
に
向
け
た
整
備
中
、
敷

地
内
に
下
水
道
の
破
損
が
判
明

し
、
そ
の
修
繕
を
し
て
い
る
。
終

わ
り
次
第
供
用
の
予
定
で
、
供
用

後
は
観
光
公
社
に
管
理
を
委
託

す
る
。

Ｑ　

資
本
的
収
入
と
支
出
が
減

額
に
な
っ
て
い
る
が
、
天
狗
山
ゴ

ン
ド
ラ
の
契
約
状
況
は
。

A

総
事
業
費
は
７
億
５
千
万

円
で
行
う
。
今
回
の
減
額
は
見
込

み
予
算
計
上
で
あ
り
今
年
度
に

支
払
う
事
業
費
が
確
定
し
た
こ

と
に
よ
る
も
の
。
残
り
は
令
和
５

年
度
に
支
払
う
も
の
。

Ｑ　

具
体
的
な
変
化
は
？

A

役
場
内
の
会
計
で
は
な
く

企
業
会
計
と
な
り
、
貸
借
対
照
表

に
よ
り
経
費
な
ど
別
計
上
と
な

る
。

Ｑ　

医
療
支
給
を
15
歳
か
ら
18

歳
に
拡
大
に
伴
う
負
担
額
は
？

A

対
象
人
数
は
119
名
で
約
350

万
円
と
予
測
し
て
い
る
。

Ｑ　

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ

ス
テ
ム
整
備
費
の
内
容
は
？

A

戸
籍
謄
本
や
住
民
票
が
本

籍
地
の
あ
る
と
こ
ろ
で
し
か
取

れ
な
い
が
、
ど
こ
で
も
取
れ
る
よ

う
に
す
る
た
め
の
準
備
。
今
後
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
連
携

を
し
て
い
く
為
、
窓
口
支
援
を
行

う
予
定
。

Ｑ　

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
処

分
費
用
と
は
？

A

機
器
の
故
障
に
よ
り
処
理

能
力
が
半
減
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
郡
内
に
緊
急
受
け
入
れ
を
要

請
し
、
そ
れ
以
上
は
成
田
市
へ
要

請
し
て
い
る
為
の
費
用
。
な
お
、

何
と
か
1
月
中
に
工
事
の
目
処

が
た
っ
た
。

Ｑ　

立
体
交
差
修
景
設
計
業
務

の
内
容
は
？

A

擁
壁
部
の
工
法
が
変
更
に

な
り
、
む
き
出
し
部
分
の
修
景
設

計
。

Ｑ　

草
津
国
際
音
楽
＆
フ
ェ
ス

テ
ィ
ヴ
ァ
ル
事
業
費
の
追
加
分

は
？

A

支
出
は
さ
ほ
ど
変
わ
り
な

い
が
、
収
入
が
減
収
に
な
っ
た
こ

と
と
、
団
体
出
演
者
手
配
の
拡
充

に
よ
り
不
足
分
が
生
じ
た
。
今
後

に
お
い
て
見
直
し
な
ど
意
見
を

議
員
か
ら
も
出
し
て
ほ
し
い
。

当
局
か
ら
の
説
明

付
託
議
案

総
務
観
光
常
任
委
員
会

【
議
案
第
1
号　

草
津
町
公
共

下
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関

　
　
　
　

す
る
条
例
の
制
定
】

【
議
案
第
5
号

草
津
町
福
祉
医
療
費
支
給
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
】

【
議
案
第
6
号

　

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
（
第
９
次
）】

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

付
託
議
案

【
議
案
第
12
号

温
泉
温
水
供
給
事
業
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
４
次
）】

付
託
議
案
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委員会審査・報告委員会審査・報告
R
４
年
９
月
21
日
（
水
）
突
如

万
代
鉱
に
異
常
が
発
生
し
、
取
り

込
み
量
が
一
時
55
％
ま
で
、
減

衰
し
ま
し
た
。
直
ち
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
復
旧
工
事
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
現
在
、

湧
出
量
に
変
化
は
な
い
こ
と
か

ら
、
未
だ
、
原
因
が
特
定
で
き
て

お
り
ま
せ
ん
。

議
員
の
声　

　

湯
溜
ま
り
か
ら
漏
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
？
パ
イ
プ
が
劣

化
し
て
い
る
の
で
、
仮
配
管
を
進

め
て
は
。

そ
の
他

　

議
員
か
ら
は
年
間
保
安
計
画

工
事
は
早
め
に
出
し
て
欲
し
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
、
草
津
白
根
山
の
状
況

　

草
津
白
根
山
の
火
山
活
動
の

現
状
に
つ
い
て
、
資
料
に
基
づ
き

当
局
よ
り
報
告
と
説
明
を
受
け

た
。
気
象
庁
に
よ
る
火
山
活
動

評
価
は
「
静
穏
な
状
態
に
戻
る

傾
向
」
か
ら
「
静
穏
な
状
態
に

あ
る
」
と
変
更
に
な
っ
た
上
で
、

引
き
続
き
再
活
発
化
に
留
意
が

必
要
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
気
象
庁
に
よ
り
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
の
新
た
な
判
定
基
準

が
11
月
18
日
よ
り
運
用
さ
れ
、

過
去
事
例
の
検
証
に
基
づ
く
精

査
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
の
再
活

発
化
の
地
震
回
数
基
準
「
24
時
間

以
内
に
10
回
以
上
」
に
「
か
つ
、

前
5
日
間
の
積
算
回
数
が
30
回

以
上
観
測
さ
れ
る
」
こ
と
が
条
件

に
加
わ
っ
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
来
シ
ー
ズ
ン

に
向
け
て
の
見
通
し
な
ど
の
質

問
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
気
象
庁

を
は
じ
め
、
町
の
火
山
防
災
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
等
と
の
連
携
を
今
後

も
深
め
、
白
根
山
に
お
け
る
安
全

対
策
を
進
め
て
い
く
と
の
説
明

が
あ
っ
た
。

２
、
経
済
対
策

　
「
草
津
温
泉
ま
ち
歩
き
共
通
ク

ー
ポ
ン
券
事
業
」
の
状
況
に
つ
い

て
、
資
料
に
基
づ
き
当
局
よ
り
報

告
が
あ
っ
た
。
委
員
か
ら
は
共
通

ク
ー
ポ
ン
券
や
全
国
旅
行
支
援

割
の
活
用
に
よ
っ
て
、
町
内
経
済

へ
の
好
影
響
が
出
て
い
る
と
の

報
告
が
あ
り
、
当
局
か
ら
は
今
後

も
経
済
活
性
化
の
た
め
に
も
、
草

津
町
内
で
消
費
さ
れ
る
ク
ー
ポ

ン
事
業
を
含
め
、
経
済
対
策
を
積

極
的
に
実
施
し
て
い
き
た
い
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

３
、
議
会
に
お
け
る
災
害
時
対
応

9
月
に
委
員
会
内
で
発
案
さ

れ
た
「
災
害
時
に
お
け
る
議
会

の
役
割
や
議
員
の
行
動
を
定
め

る
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に

つ
い
て
、
議
会
事
務
局
よ
り
「
草

津
町
議
会
災
害
対
策
会
議
設
置

要
綱
」
と
「
初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

の
策
定
案
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
有
事
の
際
に
は
要
綱
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
町
と
協

力
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た

い
と
の
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。

１
、
中
学
生
議
会

12
月
14
日
開
催
に
向
け
て
形

式
内
容
等
の
最
終
的
な
検
討
を

行
っ
た
。
平
成
28
年
以
来
の
実
施

と
な
る
。

２
、
議
員
報
酬
の
件

　

議
員
報
酬
に
つ
い
て
は
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
の
調
査
事
項

の
一
つ
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
回
、
９
月
定
例

会
に
お
け
る
議
会
改
革
特
別
委

員
会
に
お
い
て
、
委
員
か
ら
「
本

年
度
中
に
報
酬
を
改
定
し
た
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
」
と
の
意

見
が
出
さ
れ
再
度
検
討
を
行
っ

た
。

　

参
考
資
料
と
し
て
、
平
成
28
年

度
に
こ
の
件
が
議
論
さ
れ
た
と

き
に
各
議
員
か
ら
示
さ
れ
た
意

見
を
整
理
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
表
が
示
さ
れ
、
ま
た
補
足
説

明
と
し
て
、
当
時
と
現
在
の
町
職

員
賞
与
の
支
給
月
数
や
町
民
の

課
税
所
得
額
の
推
移
な
ど
が
紹

介
さ
れ
た
。

　

委
員
か
ら
は
、

・
平
成
13
年
の
観
光
公
社
設
立
時

以
来
、
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
賞

与
額
が
特
例
に
よ
っ
て
削
減
さ

れ
た
状
態
で
あ
り
、
元
に
戻
し
た

方
が
良
い
。

・
今
は
上
げ
な
く
て
も
、
町
長
や

職
員
と
一
緒
に
上
げ
た
方
が
良

い
。

・
何
回
か
委
員
会
を
開
い
て
、
時

間
を
か
け
て
検
討
し
た
方
が
良

い
。

・
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
今
で
い
い
の

か
？
も
う
少
し
議
論
が
必
要
で

は
な
い
か
。

・
次
の
選
挙
に
な
る
前
ま
で
に
改

定
し
た
い
。

・
何
で
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
の

か
、
未
だ
に
分
か
ら
な
い
。
元
に

戻
す
べ
き
で
は
。

・
経
済
状
況
を
見
て
、
３
月
定
例

会
ま
で
に
決
め
た
方
が
良
い
の

で
は
な
い
か
。

・
議
会
は
議
会
の
意
思
を
示
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

な
ど
の
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ

た
。
予
算
に
影
響
す
る
事
で
も
あ

り
、
判
断
材
料
を
揃
え
た
上
で
３

月
定
例
議
会
の
委
員
会
を
一
つ

の
目
処
と
し
て
、
再
度
検
討
す
る

こ
と
で
話
が
ま
と
ま
っ
た
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

災
害
・
経
済
対
策
特
別
委
員
会
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（
商
工
費
／

　
　
　
　

公
園
管
理
運
営
事
業
）

Ｑ

業
務
委
託
の
経
緯
と
内
容
は
。

A

町
長

頌
徳
公
園
と
の
境
界
線
を
民
間

の
方
が
数
軒
、
越
境
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
話
し
合
い
が
つ

い
て
い
な
い
１
軒
に
つ
い
て
、
解

決
に
向
け
て
弁
護
士
を
依
頼
す
る

た
め
の
経
費
。

Ｑ

供
託
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
供
託
金
が
戻
る
見
込
み
は
あ

る
の
か
。

A

観
光
課
長

行
政
書
士
が
法
務
局
に
供
託

し
、
主
に
測
量
費
用
に
充
て
る
。

不
要
額
が
生
じ
た
場
合
は
草
津
町

に
戻
る
想
定
を
し
て
い
る
。

（
教
育
費
／

　

草
津
国
際
音
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
＆

　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
ヴ
ァ
ル
事
業
）

Ｑ

増
額
補
正
の
内
容
は
。

A

教
育
委
員
会
事
務
局
長

計
画
の
収
入
見
込
み
額
を
下
回

る
結
果
と
な
り
、
更
に
燃
料
等
の

高
騰
の
影
響
を
受
け
た
。
節
約
に

努
め
た
が
結
果
が
及
ば
な
か
っ
た
。

A

町
長

経
費
自
体
は
予
算
内
に
収
ま
っ

た
が
、
入
場
者
が
少
な
く
赤
字
に

至
っ
た
。
県
か
ら
も
可
能
な
限
り

応
援
し
て
く
れ
る
と
い
う
言
葉
も

頂
い
て
い
る
が
、
負
担
を
覚
悟
の

上
、
草
津
町
の
文
化
の
象
徴
と
し

て
根
付
い
た
も
の
で
あ
り
、
事
業

を
続
け
て
い
き
た
い
。

①
（
総
務
費
／
草
津
町

　
　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
事
業
）

Ｑ

ふ
る
さ
と
納
税
５
％
を
給
付

し
て
い
る
が
来
年
度
は
ど
う
さ
れ

る
の
か
。

A

町
長

今
現
在
は
結
論
を
決
め
て
い
な

い
。
１
年
間
と
い
う
区
切
り
で
議

決
を
も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
行
う

と
す
れ
ば
、
新
た
な
議
決
を
取
る

方
向
で
考
え
て
い
る
。

②
（
商
工
費
／
権
利
解
除
補
償
）

Ｑ

１
５
０
０
万
円
の
内
容
は
。

A

町
長

　

南
本
町
第
一
グ
ラ
ン
ド
の
土
地

の
所
有
権
移
転
に
伴
い
、
仮
登
記

が
数
件
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、

仮
登
記
を
外
す
事
に
応
じ
て
く
れ

た
方
に
対
し
対
価
と
し
て
支
払
う

費
用
。

①
（
繰
入
金
／

　
　
　

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
）

Ｑ

基
金
積
み
立
て
の
残
高
は
。

A

総
務
課
長

８
０
０
０
万
円
を
取
り
崩
す
予

定
、
当
初
予
算
か
ら
第
九
次
補
正

ま
で
に
４
億
１
９
０
０
万
円
を
取

り
崩
し
財
源
と
し
て
い
る
。
令
和

４
年
度
末
残
高
は
21
億
３
０
０
０

万
円
と
な
る
見
込
み
。

②
（
総
務
費
／

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
納
税
事
業
）

Ｑ

手
数
料
の
内
容
は
。

A

観
光
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
か
か
る
費
用
。

（
総
務
費
／
ふ
る
さ
と
納
税

　

シ
ス
テ
ム
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

　
　

特
例
申
請
事
務
処
理
委
託
）

Ｑ

内
容
は
。

A

観
光
課
長

給
付
者
が
特
例
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
確
定
申
告
を
し
な
い

で
済
む
簡
易
的
な
制
度
。

A

町
長

ふ
る
さ
と
納
税
は
我
が
町
に
と

っ
て
基
準
財
政
収
入
額
に
カ
ウ
ン

ト
さ
れ
な
い
大
変
あ
り
が
た
い
制

度
。
総
務
省
と
の
約
束
を
守
り
な

が
ら
前
に
進
め
、
節
度
を
持
っ
た

ふ
る
さ
と
納
税
を
続
け
て
い
き
た

い
。

（
総
務
費
／
戸
籍
総
合
シ
ス
テ

ム
管
理
事
業
）

Ｑ

内
容
と
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
。

A

住
民
課
長

戸
籍
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
を
令

和
６
年
度
か
ら
開
始
予
定
。
改
修

後
は
戸
籍
謄
本
や
証
明
書
を
全
国

の
市
町
村
で
取
得
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
取
得
率
向
上
を
目
指
し
て

お
り
、
今
後
、
取
得
申
請
の
サ
ポ

ー
ト
事
業
を
行
う
予
定
。

Ｑ

群
大
跡
地
駐
車
場
の
下
水
管

工
事
の
内
容
は
。

A

企
画
創
造
課
長

町
有
地
と
隣
接
の
境
界
付
近

か
ら
湯
川
に
か
け
て
雨
水
管
が

抜
け
、
法
面
が
崩
落
し
て
い
る

こ
と
が
発
見
さ
れ
補
正
予
算
を

計
上
し
た
。
復
旧
工
事
は
議
決
後

１
、
２
週
間
で
完
了
す
る
予
定
。

議案質疑議案質疑
議

案

第

６

号
金丸勝利	 議員

中澤広夫	 議員市川祥史　議員

金
丸
勝
利
議
員

︻
Ｒ
４
一
般
会
計

　
　
　

補
正
予
算
（
第
９
次
）︼︼

中
澤
康
治
議
員

有
坂
太
宏
議
員

中
澤
広
夫
議
員

議　

案　

第　

13　

号

有
坂
太
宏
議
員

︻
Ｒ
４
千
客
万
来
事
業

　

会
計
補
正
予
算
（
第
５
次
）︼

安
齋
　
努
議
員

市
川
祥
史
議
員

▲群大跡地駐車場
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件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 結果

安全・安心の医療・介護
実現のため人員増と処遇
改善を求める陳情書

　新型コロナウイルス感染の拡大により「医療崩壊」「介護崩壊」
が現実となった。これは、感染対策の遅れや医療従事者の不足
が原因であり、それを解消するためには看護師の賃金収入、ケ
ア労働者の処遇改善、労働時間規制の対策が喫緊の課題である。
　また、自然災害時の対応や、新たな感染症に備えるためにも、
人員体制の確保を国の責任で行い、公立・公的病院・保健所の
機能強化を強く求め、国民に対する保険料等の負担軽減も必要
である。
　以上のことから地方自治法第９９条にもとづく国に対する意
見書を決議していただけるよう陳情いたします。

前橋市本町３－９－１０
群馬県労働センター３階
群馬県医療労働組合連合会

執行委員長　出浦匠人

民教土木
常任委員会

趣旨
採択

請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果

出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12
安
齋
　
　
努

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

小
林
　
純
一

金
丸
　
勝
利

中
澤
　
康
治

湯
本
　
晃
久

中
澤
　
広
夫

宮
崎
　
公
雄

宮
﨑
　
謹
一

Ｒ４　一般会計補正予算（第８次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　前口簡易水道事業特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　水道事業会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　温泉温水供給事業会計補正予算（第３次） 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －
【承認】専決処分事項の承認を求めることについて
（R４　一般会計補正予算（第７次）） 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －

議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果

可…可決　否…否決　〇…賛成　×…反対　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。
※R４＝令和４年度

【10月31日　臨時会】

草津町公共下水道事業の設置等に関する条例の制定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
草津町職員の定年等に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

草津町職員の給与に関する条例等の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
草津町福祉医療費支給に関する条例の一部改正 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　一般会計補正予算（第９次） 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －
Ｒ４　国民健康保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　介護保険特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　後期高齢者医療特別会計補正予算（第１次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　公共下水道事業特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　前口簡易水道事業特別会計補正予算（第２次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　温泉温水供給事業会計補正予算（第４次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
Ｒ４　千客万来事業会計補正予算（第５次） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
温泉引用許可（仮称 /uusi サウナージ） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
温泉引用許可（草津温泉ふたばや） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
温泉引用者移転許可（仮称 /赤ちゃんキッズ大歓迎の宿ゆたか） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
温泉引用者移転許可（仮 /民宿ひょうたん） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
温泉引用許可事項の変更（つつじ亭） 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
弁護士に対する懲戒請求について 11 9 1 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ －
【報告】第３セクター等の会社にかかる決算報告 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
【報告】温泉引用者名義移転 11 10 0 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

【12月定例会】
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令和４年１０月３１日令和４年１０月３１日　第９回臨時会が開催されました第９回臨時会が開催されました

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

き
ま
り
ま
し
た

き
ま
り
ま
し
た

令和４年度　補正予算　（一般会計・特別会計）
会　計　名 補　正　額 主な内容（歳出） 総　額

議案第１号
一般会計補正予算（第８次）                 + 8,122 万円

草津町くらし応援商品券事業 + 6,402 万円

61 億 3,689 万円水道事業特別会計繰出金 + 1,731 万円

予備費 ▲ 62万円

議案第２号
前口簡易水道事業特別会計
補正予算（第１次）

水道使用料 ▲ 50万円
438 万円

一般会計繰入金 + 50万円

令和４年度　補正予算　（企業会計）
会　計　名 補　正　額 総　額

議案第３号
水道事業会計補正予算（第１次） 資本的 支出 + 100 万円 2億 742 万円

議案第４号
温泉温水供給事業会計補正予算 ( 第３次 ) 資本的 支出 + 1 億 5,000 万円 ４億 3,453 万円

視聴方法
　（下記のいずれかの方法でご覧ください）
○草津町議会本会議中継録画配信ホームページ
　（https://www.kusatsumachi-gikai.jp/）
○草津町役場ホームページ
　（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから
　「草津町議会」→「本会議中継録画配信」
○インターネット検索
　「草津町議会」で検索

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます 議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で話し合わ
れている内容を、インターネットを通しご自宅でご覧いただけます。

令和４年（2022年）第３回（３月定例会）以降、記録を公開しています。

会議録内容をインターネットで見られます会議録内容をインターネットで見られます会議録内容をインターネットで見られます

閲覧方法
〇草津町役場ホームページ
（https://www.town.kusatsu.gunma.jp/）のトップページから
「草津町議会」→「草津町議会会議録」
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令和４年１２月１４日令和４年１２月１４日　中学生議会を開催しました中学生議会を開催しました

登壇し、堂々と自分たちの質問をする中学生議員 黒岩町長から全ての質問の説明への答弁を受けました

順　番 質　問　内　容

1 長野原草津口駅までのバスが高いため、町民割の導入など安く出来ないか？また、前口方面の
バスの本数を増やすことはできないか？（特に昼時）

2 下校時に暗くて怖いため、湯畑から離れた場所の街灯を増やすことはできないか？
3 税金の使い道について（特に新型コロナウイルス感染症への対応）
4 冬によく発生する事故への対策について（前口のセブインイレブン付近など）
5 町の放送がよく聞こえない地域があるが、スピーカーの設置など何か対策はあるのか？
6 将来の草津温泉について。枯渇の可能性はあるのか？あるとしたらその対策は何かあるのか？
7 ホテル櫻井前の交差点の渋滞について、何か対策を考えているのか？
8 噴火などの災害への対策は具体的にどのようなものがあるのか？
9 草津町に外国の方が増えているが、政策は何かあるのか？
10 高齢化への対策は何があるのか？（介護施設など）
11 湯畑付近で観光客が道路にまで広がり危険。何か対策は考えているのか？
12 観光客向けのサービスは多いが、草津町民に対するサービスはどのようなものがあるのか？

【　質　問　一　覧　】

　

令
和
４
年
草
津
町
中
学
生
議
会
を
12

月
14
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
万
全
に
し

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
33
名
の
生
徒

が
出
席
、
中
学
生
が
日
ご
ろ
か
ら
ふ
る

さ
と
「
草
津
町
」
に
つ
い
て
感
じ
て
い

る
こ
と
を
発
表
す
る
集
大
成
の
場
と
し

て
開
か
れ
、
生
徒
た
ち
の
質
問
に
対
し

て
、
町
長
か
ら
の
答
弁
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
堂
々
と
発
表
す
る
中
学
生
議
員
の

姿
か
ら
は
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
政
治
を

身
近
な
も
の
と
し
て
捉
え
、
町
政
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中

学
生
の
主
権
者
教
育
を
お
支
え
い
た
だ

い
た
、
校
長
先
生
は
じ
め
担
当
の
先
生

方
、
保
護
者
の
皆
様
、
町
の
関
係
の
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
学
生
議
会
は
、
草
津
町
の
将
来
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に
、
自
分
の
町
の
町

政
に
関
心
を
も
っ
て
も
ら
い
、
自
分
の

夢
、
希
望
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
町
政

に
対
す
る
要
望
や
質
問
を
発
表
す
る
機

会
を
提
供
す
る
と
共
に
、
子
ど
も
の
視

点
か
ら
の
意
見
を
今
後
の
町
政
に
反
映

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
、
中
学
生
議
員
の
み
な
さ
ん
か
ら

出
さ
れ
た
質
問
は
次
の
通
り
で
す
。
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Ｑ
１　

聴
覚
検
査
と
補
聴
器
の
助
成
制
度
に
つ
い
て
。
今
年

度
に
お
い
て
「
に
っ
こ
り
健
診
」
で
聴
覚
検
査
を
導
入
し
た

事
は
評
価
す
る
。
検
査
対
象
は
全
員
で
は
な
か
っ
た
様
だ

が
、
ど
の
様
に
実
施
し
た
か
。「
高
齢
者
は
自
覚
症
状
が
無

い
の
で
検
査
を
し
て
欲
し
い
」
と
の
思
い
か
ら
質
問
を
し
た

の
で
、
検
査
を
全
員
に
行
わ
な
か
っ
た
理
由
は
。
今
年
度
の

検
査
に
お
い
て
、
補
聴
器
の
購
入
相
談
が
担
当
窓
口
で
あ
っ

た
の
か
。

　

現
在
、
町
で
は
難
聴
者
に
お
け
る
補
聴
器
の
助
成
制
度
は

障
害
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
補
助
を
し
な
い
と
い
う
制
度
で

す
。
し
か
し
、
全
国
を
見
る
と
、
120
の
市
町
村
（
11
月
11
日

現
在
）
が
、
補
聴
器
を
購
入
す
る
際
に
費
用
の
一
部
負
担
を

助
成
す
る
な
ど
「
補
聴
器
購
入
助
成
制
度
」
が
実
施
し
て
い

る
。
先
進
的
な
市
町
村
を
参
考
と
し
、
加
齢
難
聴
に
よ
る
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
、
補
聴
器
助
成
制
度
の
導
入
を
求
め

る
。

町
長　
「
に
っ
こ
り
健
診
で
の
聴
覚
検
査
」
は
今
年
度
、

75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
を
対
象
と

し
て
検
査
を
実
施
し
た
も
の
。
検
査
方
法
に
つ
い
て
は

オ
ー
ジ
オ
メ
ー
タ
ー
方
式
と
言
わ
れ
る
一
般
的
な
検
査

で
実
施
。
今
年
度
の
健
診
の
受
診
者
は
、
447
名
の
う
ち
、

聴
力
検
査
を
受
診
し
た
方
は
446
名
。
こ
の
う
ち
225
名
に
あ

た
る
方
に
所
見
が
あ
っ
た
。
健
診
結
果
を
も
と
に
、
町
民

の
方
々
が
健
康
に
つ
い
て
不
安
や
心
配
が
あ
る
場
合
に

は
、
健
康
推
進
課
や
福
祉
課
に
お
い
て
相
談
事
業
を
開
設

し
、
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
た
い
。

　

町
の
補
聴
器
の
購
入
助
成
制
度
は
、
18
歳
未
満
の
方
を

対
象
と
し
た
補
助
事
業
と
し
て
「
草
津
町
難
聴
児
補
聴
器

購
入
支
援
事
業
」
を
群
馬
県
の
要
綱
に
基
づ
い
て
実
施
。

高
齢
者
へ
の
「
補
聴
器
購
入
の
相
談
」
は
現
在
な
い
。
相

談
が
あ
っ
た
場
合
に
は
適
切
に
応
じ
て
い
く
。
高
齢
者
へ

の
助
成
制
度
等
は
、
実
態
把
握
や
必
要
性
を
つ
か
み
、
財

政
状
況
を
み
な
が
ら
、
今
後
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ
２　

楽
泉
園
に
つ
い
て
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
全
国
の
療
養
者

数
は
899
名
（
7
月
現
在
）。
楽
泉
園
の
入
所
者
数
は
43
名
11

月
30
日
現
在
）。
平
均
年
齢
は
全
国
が
87.

6
歳
、
楽
泉
園

は
90
歳
で
あ
る
。
高
齢
化
に
と
も
な
い
入
所
者
の
要
望
に
添

っ
た
対
応
は
国
、
園
、
自
治
体
、
地
域
で
行
う
こ
と
は
待
っ

た
な
し
で
す
。「
栗
生
楽
泉
園
と
ま
ち
の
明
日
を
創
る
会
」

は
機
能
し
て
い
る
の
か
。
入
所
者
、
働
い
て
い
る
人
々
の
雇

用
問
題
等
、
楽
泉
園
の
将
来
構
想
は
喫
緊
の
課
題
。

　

吾
妻
郡
内
の
周
辺
の
病
院
で
は
、
医
師
不
足
に
よ
り
診
療

科
目
が
減
り
続
け
て
い
る
。
診
療
科
に
よ
っ
て
は
週
に
一
回

し
か
診
療
を
し
て
い
な
い
科
目
も
あ
る
。「
楽
泉
園
で
診
療

を
し
て
欲
し
い
」「
楽
泉
園
の
病
院
の
開
放
を
」
と
い
う
意

見
も
耳
に
し
て
い
る
。
宮
古
島
の
南
静
園
で
は
地
域
医
療
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

草
津
町
で
は
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
い
て
、
楽
泉

園
の
園
長
を
は
じ
め
職
員
の
方
々
に
も
協
力
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
当
面
外
来
診
療
だ
け
で
も
出
来
な
い
か
。
ハ
ン

セ
ン
病
療
養
所
は
全
国
で
13
か
所
あ
る
が
、
公
共
交
通
機
関

が
無
い
の
は
、
草
津
町
と
静
岡
県
に
あ
る
駿
河
療
養
所
だ
け

で
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
で
は
、
外
来
診
療
と
同
時
に
、
楽

泉
園
へ
の
交
通
機
関
を
求
め
る
。

町
長　

国
立
療
養
所
栗
生
楽
泉
園
は
今
年
の
11
月
を
も
っ

て
創
立
90
年
を
迎
え
、
全
国
で
2
番
目
に
設
置
さ
れ
た

と
い
う
非
常
に
歴
史
の
深
い
国
立
の
療
養
所
で
あ
り
、
町

と
は
長
年
の
関
わ
り
と
良
好
な
関
係
が
継
続
。
現
在
の
入

所
者
は
43
名
と
減
少
。
医
療
提
供
や
生
活
支
援
に
よ
り
安

心
と
安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
。
11
月
の
文
化
祭
で
は
楽

泉
園
の
社
会
交
流
会
館
に
所
属
す
る
学
芸
員
が
尽
力
さ

れ
、
入
所
者
の
作
品
展
示
や
見
学
を
行
う
な
ど
、
町
と
の

社
会
交
流
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
。
重
監
房
資
料
館
で

は
夏
季
を
中
心
に
ハ
ン
セ
ン
病
ゆ
か
り
の
地
を
巡
る
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
お
り
、
町
は
後
援
を
し

て
い
る
。

　

園
長
を
中
心
に
町
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に

多
大
な
る
協
力
を
頂
い
て
い
る
。「
栗
生
楽
泉
園
と
ま
ち

の
明
日
を
創
る
会
」
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
以
降
、
開

催
し
て
い
な
い
。
観
光
面
、
医
療
面
に
お
け
る
楽
泉
園
と

町
と
の
交
流
を
徐
々
に
深
め
な
が
ら
構
成
員
の
選
定
か

ら
進
め
、
再
開
を
し
た
い
。

　

入
所
者
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
が
最
優

先
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
公
共
交
通
の
乗
り
入
れ
や
観

光
交
流
に
つ
い
て
時
間
を
か
け
て
園
や
国
と
の
相
談
を

進
め
て
い
く
。

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。

有坂太宏　議員
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草
津
町
に
お
け
る
DX
活
用
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
DX
）
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
、約
2
年
が
経
過
し
た
。

少
子
高
齢
化
の
進
行
で
役
所
職
員
が
不
足
し
、
ア
ナ
ロ
グ

で
は
対
応
し
き
れ
な
く
な
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
推
進

す
る
と
い
う
の
が
理
由
の
一
つ
だ
が
、
古
い
シ
ス
テ
ム
を

運
用
し
た
場
合
、
２
０
２
５
年
に
は
日
本
経
済
全
体
に
最

大
12
兆
円
の
損
失
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
経
済

リ
ス
ク
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
草
津
町
に
お
い
て
も
DX
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

Ｑ
1　

実
現
で
き
た
取
り
組
み
、
重
要
事
項
と
し
て
進
行
中

の
取
り
組
み
及
び
進
捗
状
況
、
実
現
の
見
通
し
、
今
後
の
DX

推
進
計
画
と
課
題
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

町
長　

国
や
県
の
DX
推
進
へ
の
動
向
を
背
景
に
、
草
津

町
で
も
関
係
課
の
若
手
職
員
を
中
心
に
DX
チ
ー
ム
を
作

り
、
現
在
、「
草
津
町
DX
推
進
計
画
」
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。
国
・
県
の
計
画
を
参
照
し
、
町
と
し
て
出
来
る
範

囲
の
計
画
を
立
案
し
、
社
会
情
勢
等
の
変
化
に
応
じ
て
適

宜
見
直
し
を
図
れ
る
計
画
に
し
た
い
。
DX
推
進
計
画
は
、

方
針
の
第
一
を
「
町
民
の
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上
」
と

し
、
第
二
を
「
行
政
運
営
の
簡
素
化
と
効
率
化
」、
第
三

を
「
地
域
社
会
の
活
性
化
」
と
し
て
い
く
。

　

現
在
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や

WEB
会
議
の
対
応
は
進
ん
で
い

る
が
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
や
電
子
化
に
つ
い
て
は
進
捗
に

課
題
が
有
る
。
今
後
、
庁
舎
内
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
及
び

業
務
の
効
率
化
を
進
め
る
た
め
、
使
用
実
績
の
調
査
を
行

い
、
効
率
化
を
図
る
た
め
の
研
究
を
し
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て
は
、
交
付
率
を
上
昇
さ
せ
る
た

め
申
請
支
援
窓
口
を
設
置
し
、
手
続
き
の
し
や
す
い
環
境

整
備
と
併
せ
て
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
付
与
に
つ
い
て
専
用

端
末
を
用
い
て
お
手
伝
い
し
て
い
る
。
窓
口
業
務
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
つ
い
て
は
、
国
の
運
用
す
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
上
の
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
、
順
次
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
が
で
き
る
環
境
を
整
え
て
い
く
。

Ｑ
2　

他
地
域
で
は
民
間
と
一
体
と
な
っ
て
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
や
、
地
域
活
性
化
の
た
め
に
DX
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
も
見
ら
れ
る
。
草
津
町
に
お
い
て
も
同
様
の
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
る
の
か
？

町
長　

調
査
段
階
だ
が
、
観
光
協
会
や
旅
館
協
同
組
合
及

び
商
工
会
の
町
内
業
界
三
団
体
と
民
間
業
者
と
連
携
し

て
、
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
に
つ
い
て
研
究
を

進
め
て
い
る
。

Ｑ
3　

DX
の
活
用
に
は
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
重
要
に
な

る
。
高
度
な
業
務
や
研
究
が
行
え
る
部
署
が
必
要
に
な
る
と

思
う
が
、
い
か
が
お
考
え
か
？

町
長　

可
能
で
あ
れ
ば
専
属
の
部
署
を
配
置
し
た
い

が
、
職
員
数
や
規
模
か
ら
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
県
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Ｑ
4　

DX
を
活
用
し
た
事
業
を
見
る
と
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
を
主
体
と
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
PC
を
利
用
し
た
も

の
が
多
い
。
使
え
る
人
が
得
を
す
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
が

多
く
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
あ
き
ら
め
て
い
る
人
も
多
く
い

る
と
思
う
が
、
こ
れ
で
は
不
公
平
感
が
否
め
な
い
。
ま
た
、

温
泉
観
光
の
一
番
の
目
的
は
癒
し
と
考
え
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

と
い
う
言
葉
は
ど
う
し
て
も
日
常
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
癒
し
に

結
び
付
き
に
く
く
感
じ
る
。
デ
バ
イ
ス
を
使
う
と
か
、
使
い

方
を
覚
え
る
の
で
は
な
く
、
さ
り
気
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
利
便
性
の
向
上
を
AI
等
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
実

現
で
き
れ
ば
、
草
津
温
泉
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
。
移
行
へ
の
過
渡
期
で
は
あ
る
が
、
研
究
し
、

良
い
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
事
が
必
要
と
感
じ

る
。
町
長
と
し
て
、
観
光
と
DX
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
ん
で

い
く
方
針
な
の
か
伺
い
た
い
。

町
長　
「
町
民
の
暮
ら
し
の
利
便
性
向
上
」
を
第
一
の
方

針
と
し
、
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。
柱
は
一
貫
し
て

『
福
祉
と
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
』
で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

は
景
色
づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

が
、
町
民
や
お
客
様
に
と
っ
て
負
担
の
な
い
形
で
活
用
さ

れ
、
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
と
並
行
し
て
、
草
津
町
に

合
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
今
ま
で
IT
化
と
い
う

言
葉
が
使
わ
れ
て
い
た
が
、
DX
が
社
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕

組
み
そ
の
も
の
を
変
革
す
る
事
に
対
し
て
、
IT
化
は
既
存

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
ま
ま
業
務
効
率
等
、
生
産
性
を
向
上

さ
せ
る
と
い
う
限
定
的
な
言
葉
と
捉
え
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
活
用
に
よ
る
利
便
性
の
向

上
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
AI
等
の
活
用
に
よ
る
業
務
効
率
化

や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
デ
ー
タ
様
式
の
統
一
化
、
多

様
化
す
る
情
報
の
円
滑
な
流
通
等
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
良
や

生
活
の
向
上
を
実
施
す
る
政
策
や
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

進
め
て
い
く
。

小林純一　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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〔
諸
物
価
上
昇
に
よ
る
生
活
支
援
に
つ
い
て
〕

Ｑ
１　

当
草
津
町
で
は
町
民
に
対
し
て
生
活
支
援
と
し
て
、

2
万
円
分
の
生
活
支
援
商
品
券
に
続
き
、
1
万
円
の
く
ら
し

応
援
商
品
券
を
配
布
中
で
す
。
去
る
10
月
に
は
様
々
な
製
品

が
値
上
げ
さ
れ
、
ク
ー
ポ
ン
券
が
家
計
の
助
け
と
な
っ
て
い

る
旨
の
た
く
さ
ん
の
声
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
物
価
上
昇
は
今

年
当
初
に
は
落
ち
着
く
と
の
見
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際

に
は
2
月
を
中
心
に
そ
れ
以
後
、
再
度
大
規
模
な
値
上
げ
ラ

ッ
シ
ュ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
値
上
げ
の
中
心
は
冷
凍
食

品
、
調
味
料
、
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
、
特
に
当
町
の
様
な
単

身
世
帯
の
多
い
地
域
で
沢
山
利
用
さ
れ
る
も
の
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
も
う
一
段
の
生
活

支
援
が
春
先
に
か
け
必
要
、
と
考
え
ま
す
が
、
町
の
お
考
え

を
お
伺
い
し
た
い
で
す
。

町
長　

草
津
町
で
は
昨
年
度
「
生
活
支
援
商
品
券
支
援
事

業
」
と
し
て
、
1
万
円
の
購
入
で
2
万
円
分
の
利
用
が
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を
第
一
弾
、
第
二
弾
と

実
施
し
、
購
入
率
は
82
％
、
そ
し
て
今
年
度
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
進
行
中
の
「
く
ら
し
応
援
商
品
券
事
業
」

で
は
現
在
実
施
途
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
既
に
交
付
率
は

78
％
と
、
と
も
に
大
変
町
民
の
皆
様
か
ら
感
謝
さ
れ
る
事

業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
当
町
で
は
水
道
料
等
の

基
本
料
金
を
年
明
け
か
ら
3
ヶ
月
を
無
料
に
す
る
と
い

う
生
活
支
援
を
進
め
て
参
り
た
い
。
こ
れ
ら
は
町
長
の
政

策
と
し
て
出
来
る
も
の
は
し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。
安
齋
議
員
の
ご
指
摘

通
り
、
食
料
品
関
係
な
ど
、
年
明
け
か
ら
さ
ら
に
物
価
上

昇
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
生
活
負
担
に
直

結
す
る
物
価
高
騰
な
ど
へ
の
必
要
な
支
援
策
に
つ
い
て

は
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
国
の
方
針
や
交
付
金
な
ど
の
動
向
も
見
据
え
つ
つ
、

状
況
に
応
じ
て
対
応
出
来
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
参
り

た
い
。

〔
海
外
の
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
〕

Ｑ
２　

コ
ロ
ナ
禍
が
徐
々
に
お
さ
ま
り
、
今
年
は
少
し
ず
つ

人
々
の
交
流
が
再
開
、
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
当
町
と
ド
イ
ツ

の
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
と
の
交
流
も
し
か

り
で
す
。
先
人
の
方
々
が
築
か
れ
て
き
た
日
独
の
素
晴
ら
し

い
交
流
が
末
永
く
続
か
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

気
に
か
か
る
こ
と
は
締
結
さ
れ
て
い
る
他
の
姉
妹
都
市
と
の

交
流
に
関
し
て
で
す
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
耳
に

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
ス
ノ
ー
イ
・
モ
ナ
ロ
が
あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
英
語
圏
と

の
姉
妹
都
市
締
結
が
あ
っ
た
訳
で
す
か
ら
、
中
学
生
等
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
事
業
な
ど
が
実
施
で
き
ま
せ
ん
か
。
た
か
が
1

週
間
程
度
で
あ
っ
て
も
、
街
の
に
お
い
や
人
々
の
温
度
を
感

じ
な
が
ら
、
か
の
地
に
滞
在
す
る
こ
と
は
、
そ
の
後
の
よ
り

高
い
学
習
の
動
機
づ
け
と
な
り
ま
す
。
我
が
国
の
人
口
が
加

速
度
的
に
減
少
し
て
い
く
中
、
海
外
か
ら
よ
り
多
く
の
観
光

客
を
招
い
て
い
く
為
に
も
、
観
光
立
町
と
し
て
国
際
的
な
人

材
の
礎
を
今
か
ら
作
る
こ
と
は
将
来
、
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
福
祉
国
家
で
あ

り
、
中
学
生
や
一
般
町
民
の
方
々
が
先
進
的
な
福
祉
施
設
を

視
察
し
た
り
す
る
の
も
大
変
有
意
義
な
も
の
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
の
両
町
交
流
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
お
考
え
を

お
伺
い
し
た
い
。

町
長　

ス
ノ
ー
イ
・
モ
ナ
ロ
と
の
姉
妹
都
市
締
結
は
平
成

3
年
。
北
緯
36
度
と
南
緯
36
度
の
山
岳
リ
ゾ
ー
ト
と
の

交
流
が
検
討
さ
れ
、
締
結
に
至
り
ま
し
た
が
、
現
段
階
に

お
い
て
も
具
体
的
な
交
流
は
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
実

態
。
ド
イ
ツ
の
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
と

の
交
流
は
明
治
天
皇
、
昭
和
天
皇
の
由
来
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
、
ベ
ル
ツ
博
士
生
誕
の
地
と
い
う
き
ち
ん
と
し
た
由

来
が
あ
っ
た
か
ら
こ
れ
程
仲
良
く
続
い
て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す
。
や
は
り
姉
妹
都
市
と
い
う
の
は
そ
の
時
の
ム

ー
ド
で
締
結
し
て
も
長
続
き
し
な
い
と
感
じ
ま
す
。
ご
指

摘
の
通
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ノ
ー
イ
・
モ
ナ
ロ
は

唯
一
の
英
語
圏
の
姉
妹
都
市
で
す
。
英
語
に
関
し
て
明
る

い
安
齋
議
員
が
当
町
議
会
に
い
る
こ
と
は
大
変
心
強
く

思
う
次
第
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
交
流
が
難
し
い
中
、
何
ら

か
の
形
で
交
流
が
で
き
る
か
ど
う
か
検
討
さ
せ
て
頂
き

た
い
。

〔注
〕
ス
ノ
ー
イ
・
モ
ナ
ロ
…
２
０
１
６
年
5
月
、
合
併

に
よ
り
ス
ノ
ー
イ
・
リ
バ
ー
か
ら
名
称
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

安齋　努　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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7
番
、
中
澤
康
治
。
一
般
質
問
し
ま
す
。

（
一
）	

町
長
が
6
月
議
会
で
私
の
発
言
に
つ
い
て
「
嘘
・

デ
マ
・
す
べ
て
作
り
話
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い
て
。

①
地
方
自
治
法
117
条
の
中
に
「
自
分
の
裁
判
等
に
関
す
る
一

身
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
た
、
他
人
の
裁
判
で
も
、
議
事

の
時
は
参
与
で
き
な
い
の
で
除
斥
、
退
席
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
書
い
て
あ
り
、「
私
の
裁
判
や
町
長
が
訴
え
ら
れ

て
い
る
裁
判
に
つ
い
て
一
般
質
問
す
る
こ
と
は
違
法
だ
」

と
、
何
度
も
繰
り
返
し
明
言
し
た
。「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
の
２

０
１
８.

7.

27
号
で
は
、
園
田
元
議
員
は
自
分
と
草
津
町

が
訴
え
ら
れ
た
係
争
中
の
裁
判
の
一
般
質
問
を
し
、
あ
な
た

は
答
弁
し
た
。
私
の
一
般
質
問
は
違
法
な
の
か
。

②
町
長
は
地
方
自
治
法
に
関
す
る
1
冊
の
本
に
「
一
般
質
問

も
議
事
の
範
疇
に
入
る
」
と
あ
る
の
を
探
し
出
し
、
私
の
一

般
質
問
は
地
方
自
治
法
117
条
違
反
だ
と
私
を
糾
弾
し
、
9
月

の
定
例
会
議
の
私
の
一
般
質
問
を
裁
判
上
の
問
題
と
し
て
議

長
は
受
付
を
拒
否
し
た
。
今
後
も
そ
う
か
？

③
④
草
津
町
会
議
規
則
に「
議
事
」は
第
5
章
、「
一
般
質
問
」

は
第
6
章
の
「
発
言
」
の
中
に
あ
る
。
議
事
と
一
般
質
問
は

全
く
別
の
範
疇
で
あ
る
こ
と
は
、
わ
が
町
の
会
議
規
則
で
も

確
認
さ
れ
る
。
議
会
用
語
で
は
「
議
事
」
と
は
「
議
案
に
基

づ
き
、
討
論
・
質
疑
を
行
い
採
決
・
採
択
等
を
し
て
議
会
と

し
て
の
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、「
一
般
質
問
と

は
、
町
政
の
一
般
事
務
、
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
、
執
行
担

当
者
に
問
い
質
す
こ
と
」
で
あ
る
。
一
般
質
問
は
議
事
の
範

疇
な
の
か
？

（
二
）
万
代
鉱
に
つ
い
て
。

本
年
9
月
末
に
起
き
た
草
津
温
泉
最
大
の
源
泉
事
故
は
関
係

者
総
力
で
回
復
し
た
と
の
こ
と
。

①
草
津
町
が
管
理
す
る
源
泉
別
に
供
給
温
度
と
供
給
量
、
お

よ
び
万
代
源
泉
は
使
わ
れ
て
い
る
草
津
温
泉
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
か
？

②
事
故
以
前
の
湧
出
量
と
温
度
は
？
回
復
後
の
湧
出
量
と
温

度
は
？
ま
た
土
砂
が
混
ざ
る
問
題
は
解
決
し
た
か
。

③
源
泉
は
96
℃
と
い
う
が
、い
つ
、ど
こ
の
場
所
の
測
定
か
。

④
万
代
源
泉
は
硫
黄
鉱
床
の
掘
削
で
湧
出
し
た
。
維
持
管
理

に
は
万
全
な
管
理
が
必
要
で
400
メ
ー
ト
ル
先
の
源
泉
か
ら
坑

出
口
ま
で
の
損
失
？
落
盤
な
ど
の
対
策
は
？　

温
度
10
℃
以

上
、
湧
出
量
も
増
え
更
に
貢
献
す
る
。
坑
内
の
補
強
策
を
考

え
る
か
？

⑤
立
体
交
差
工
事
で
温
泉
街
進
入
道
を
止
め
た
が
、
大
渋
滞

が
起
き
た
話
を
聞
か
な
い
。
進
入
道
は
ホ
テ
ル
櫻
井
方
面
一

本
で
も
問
題
な
い
。
ス
ー
パ
ー
山
崎
か
ら
道
の
駅
方
面
へ
反

対
の
一
方
通
行
を
帰
路
に
す
れ
ば
渋
滞
関
係
は
解
決
す
る
。

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
出
入
り
口
を
反
対
に
す
る
工
事
は
大
し
た

金
額
で
は
な
い
。
草
津
温
泉
最
大
の
万
代
源
泉
の
万
全
の
整

備
は
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
不
要
不
急
の
工
事
を
や

め
、
万
代
源
泉
の
万
全
の
整
備
を
す
る
決
意
は
な
い
か
。

町
長　
（
一
）

①
一
般
質
問
は
行
政
の
一
般
事
務
に
つ
い
て
す
る
。
議
会

は
裁
判
の
原
告
・
被
告
と
な
っ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て
質

問
す
る
場
所
で
は
な
い
。
園
田
元
議
員
の
一
般
質
問
を
引

き
合
い
に
し
て
い
る
が
、
内
容
が
固
定
資
産
税
の
質
問
で

あ
り
、
行
政
の
一
般
事
務
の
根
幹
な
の
で
答
弁
を
し
て
い

る
。
ル
ー
ル
に
不
満
な
ら
議
長
や
議
運
の
委
員
長
に
頼

み
、
全
員
協
議
会
、
も
し
く
は
議
運
で
一
般
質
問
の
ル
ー

ル
に
つ
い
て
決
め
れ
ば
い
い
。

②
③
地
方
自
治
法
117
条
は
、
こ
の
解
説
書
で
、
決
定
『
一

般
質
問
も
議
会
の
議
事
の
範
ち
ゅ
う
に
入
る
た
め
、
除
斥

す
べ
き
も
の
と
解
す
る
』
ま
た
、『
不
可
能
で
あ
る
と
考

え
る
。
裁
判
が
続
い
て
い
よ
う
が
終
わ
っ
て
い
よ
う
が
議

員
に
関
す
る
一
身
上
の
事
件
で
あ
り
地
方
自
治
法
第
117

条
に
基
づ
き
除
斥
対
象
に
な
り
一
般
質
問
出
来
な
い
と

考
え
る
』
と
あ
る
。

④
117
条
は
、
一
般
質
問
が
ど
う
い
う
形
で
出
来
る
か
、
国

家
賠
償
法
に
基
づ
い
て
町
な
り
議
会
を
訴
え
れ
ば
正
し

い
結
論
は
出
る
。

(

二)

①
回
答
な
し
。

②
回
答
な
し
。

③
万
代
鉱
源
泉
は
98
℃
か
ら
96
℃
の
範
囲
で
動
い
て
い

る
。

④
坑
内
を
直
す
の
は
絶
対
に
不
可
能
で
あ
る
。
硫
化
水
素

が
噴
く
決
死
の
修
理
で
あ
る
。
一
日
も
早
く
湧
出
量
を
元

に
戻
す
こ
と
を
議
す
る
べ
き
、
人
間
業
で
は
不
可
能
。

⑤
立
体
交
差
工
事
で
止
め
た
と
き
影
響
も
出
な
い
と
い

う
が
、
草
津
へ
の
車
が
前
口
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
ま
で

繋
が
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
右
に
曲
が
る
車
が
多
い
こ
と
を

意
味
し
、
逆
に
湯
畑
で
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
た
車
が
大
渋

滞
を
起
こ
し
た
が
、
立
体
交
差
の
効
果
は
立
証
出
来
る
。

こ
れ
に
政
治
生
命
を
か
け
、
変
更
す
る
つ
も
り
は
毛
頭
無

い
。

中澤康治　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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♦発行/議会事務局　〒377-1792 群馬県吾妻郡草津町大字草津28番地  TEL.0279-88-7191

　令和５年年頭にあたりご挨拶申し上げます。
　観光経済新聞社主催「第３６回にっぽんの温泉　100 選」で草津温泉は２０年連続トップという輝か
しい栄冠を新年早々草津町に頂き、ＮＨＫで「ゆく年くる年」でも全国放送された事は記憶に新しく刻
まれています。この事は行政、業界は基より町民の皆様が天与の温泉に感謝し、訪れるお客様を温かく
迎える心の証しでもあります。
　今年は草津町の先人達が今日まで大切に守り恩恵を受けてきた「温泉」を、草津温泉を訪れる、国民の皆様、外国人の皆
様により快適に湯煙の中過ごして頂き、草津町の観光経済と町民の皆様の福祉、教育の発展のため、草津の温泉を正しく理
解し、より有効に利用するため「温泉を科学する年」にし、高温浴を伝統として成立した前時代的「時間湯」を現代の医学
とどの様に整合させて国民の健康を増進させるか、草津温泉の湧出のメカニズムをどのように科学的に解明していくか、行政、
議会ともに進めたいと思います。
　昨年は自然湧出の草津温泉を守るために、全国に前例のない「温泉資源の保護等に関する条例」を草津町では制定しました。
　令和５年緊急の課題として、昨年９月２１日突然万代鉱源泉の温泉基地流入量が 5,000 Ｌ /min に減少し、「万代鉱源泉復
旧対策本部」を急遽立ち上げ黒岩町長が本部長となり陣頭指揮をとり、草津町管工事、土木業者が全力を挙げて５０年有余
前の工事資料が乏しい中、昨年末まで高温、湧出ガスの危険を冒して復旧工事にあたり最低限の温泉、温水、道路融雪を凌ぎ、
３月以降専門業者による本格復旧工事を進めます。議会としても全力で協力して参ります。
　万代鉱源泉の成立について概略を述べますと・・・
1961（昭和 36）年　   　万座硫黄（株）殺生河原で硫黄採掘設備計画を群馬県に提出
　　　　　　　　　　　　草津町は観光、芸術、風致、公益上好ましくないとして反対
1962 ～ 1963　 年 　   　万座硫黄（株）は小殺生に硫黄採掘口を変更
　　　　　　　　　　　　草津町議会は飲料水源、温泉源に影響するとして地質、鉱山の専門家（大橋亮一、三浦彦次郎両理博）
　　　　　　　　　　　　に現地調査依頼、温泉、湧水に影響は無いだろうと結論。草津町は疑問を持ち万一硫黄採掘で温泉、
　　　　　　　　　　　　湧水が生じた時はその権利は草津町に無償譲渡すると万座硫黄（株）と念書を交わす。
1964（昭和 39）年　   　万代鉱掘削（試堀）開始
1996（昭和 41）年　　　万座硫黄（株）の関連会社白根温泉開発（株）は、振り子沢入り口で地熱水蒸気掘削ボーリング
　　　　　　　　　　　　を行い、地下 120 ｍで水蒸気を掘り当てたが強酸性硫化水素ガスでケーシングパイプ破損、噴出
　　　　　　　　　　　　放置した。
1970（昭和 45）年　   　万代鉱試掘鉱口 500 ｍ地点で 96℃　3600 Ｌ /min（その後 6200 Ｌ /min）強酸性・高熱水が噴
　　　　　　　　　　　　出し掘削不可能となり閉山。
1971（昭和 46）年　　　噴出放置していた硫化水素ガスで振り子沢スキーコースを滑走していたスキーヤー 6 名（内草津
　　　　　　　　　　　　中学生２名）の貴い命が奪われた。
1972（昭和 47）年　　　草津町は万座硫黄（株）に対し万代鉱の閉鎖を要求。
　　　　　　　　　　　　林野庁に国有林内（万代）における温泉掘削の許可申請し許可
1974（昭和 49）年　　　草津町は万代鉱温泉熱交換施設着工
1976（昭和 51）年　　　温水・温泉の給湯開始
2020（令和　2）年以降　万代鉱温泉許可軒数　142 軒
　　　　　　　　　　　　湯畑他既存温泉許可軒数　115 軒
　　　　　　　　　　　　温水給湯戸数　約 2600 戸　道路融雪約 15 Ｋｍ
　この様に草津町は万代鉱源泉の依存度が高く雪解けを待っての復旧工事が待たれます。湯水の様にと言われますが、改め
て温泉の価値を認識し、自然湧出量日本一の草津温泉の無駄のない効率的な利用を科学的見地から考え直す令和５年としま
しょう。

草津町議会議長　宮　﨑　謹　一

令和５年　年頭のご挨拶


